2009年度 花王・ハートポケット倶楽部地域助成（栃木地区）

申請書

申請日　２００９年　　１１月　２０日

＜団体基本情報＞

	団体名（法人名から）
	あるべき支援を考える会


役職名（　代表　）　氏名／フリガナ（堀口　千恵／ホリグチ　チエ）

	
	

	団体住所
	〒321-1107　栃木県日光市小代２８７－５８

	団体連絡先
	電話番号
	０２８８－２７－２４４０／０９０－４４２８－６０３４　　　　


事務所、勤務先、自宅、携帯番号、その他（　　　　　　　　　）

	


　　　８：００　　～　　　　２１：００　　　　

	


	月　　火　　水　　木　　金　　土　　日　　すべて可


ＦＡＸ番号

	
	０２８８－２７－２４４０　　　　　　
	

	団体ホームページＵＲＬ
	http://arubekisien.blog94.fc2.com/blog-date-200808.html


メールアドレス

	 
	arubeksien@yahoo.co.jp


平成19(2007)年　　12月　12日

	
	


　　　　　年　　　　月　　　　日　　　　※　任意団体の場合は不要

	
	


 ※　いずれか一つに○印を付けて下さい。

	
	


 支出：　338,200　円

	
	


会員数


役員数・職員数合計

	　　　　　　　
	　　　　５人

	活動分野

※　複数記載可
	障害者福祉

自閉症児者支援




	 
	（１）平成１７年２月　自閉症に関する勉強会開催のための有志（県内福祉施設施設職員等）による準備活動、（２）平成１７年５月　第１回公開勉強会（開催場所：社会福祉法人せせらぎ会）、（３）平成１７年７月　第２回公開勉強会（開催場所：今市市民活動支援センター、共催：ＮＰＯ法人　雑草）、（４）平成１８年４月　自閉症セミナー実行委員会発足、（６）平成１８年６月　「あるべき支援を考える　自閉症セミナー」開催（開催場所：日光市中央公民館、内容：横浜やまびこの里自閉症支援室　篁一誠　氏による講演及びグループワーク）、（７）平成19年12月　「あるべき支援を考える会」発足

	団体の活動目的
	自閉症等障害者が地域で豊かに生活していく為にあるべき支援について、支援者各々が課題へ取り組み、よりよい実践を行うことを支え合うことを目的としています。ひいては、自閉症児者等障害者全体への豊かな支援の増進を目指します。




	団体の活動概要
	（１）支援を要する事例についての情報交換

（２）支援活動事例の調査研究

（３）支援実践活動事例の紹介

（４）研修会等の開催及び開催支援

（５）その他目的達成に必要な事項

	ＰＲポイント、現在特に力を入れていることなど


	あるべき支援を考える会は、県内の知的障害者施設の施設職員や相談支援員、また特別支援学校の教員などが、もっと障害のことを理解して日々の関わっている方への支援を豊かにしていきたい、向上させていきたい、という思いで、平成17年より有志で集まり勉強会を開いてきたものです。

さまざまなライフステージ、また地域・家庭・施設等さまざまな領域で、自閉症児者に関わる支援者が出会うことで、新たな視点を得ながら、自身の実践を確認し振り返ることができます。また、そこで生まれるインフォーマルなネットワークが自閉症児者の豊かな地域生活を支える基盤となるという実感より、会では自主勉強会の他、年に数回の「あるべき支援を考える　自閉症セミナー」の開催に取り組んでいます。

	今後の計画、発展性
	会の活動を続けていく中で、障害者施設の現状や現場の支援者の困り感に沿うような実践的な研修が身近にない、施設内で自閉症という障害についての共通理解が得にくいなどの、切実なニーズがあることがわかってきました。自閉症児者の豊かな地域生活・社会参加を考える時に、施設も豊かな地域生活の一角を担って、その支援の質を豊かにしていく必要があります。したがって、今後は、障害者施設関係の支援者を中心としたネットワークの構築・支援の向上をはかることを目的とした実践的な研修を開催したいと考えています。

同時に、さらに自閉症の支援のネットワークを広げていくため、地域に向けてのセミナーも引き続き開催していきます。今後は県内関連団体・施設の協力を得ながら、より連続性のある自閉症支援の研修会を実施継続したいと考えています。


＜応募欄＞　

助成事業担当者　名前・役職

	
	堀口　千恵　（役職：　代表　）

	担当者連絡先住所
	〒321-1107　栃木県日光市小代２８７－５８


担当者電話


担当者Ｅメール

	　tochihoriguchi@yahoo.co.jp
	

	１、「心あたたまる栃木にするための、あなたの団体の思いや役割」について200字程度でお書きください。

自閉症の方は、その独特な特徴や行動などから「対応困難な人」とされがちです。地域や施設で受け入れ困難とされることも少なくありません。しかし、障害の特性が正しく理解され、適切な支援があれば、本来、いきいきと心豊かに生活をしていける方々です。

ところが、施設などの支援の現場ではときに少数の職員で日々の対応に追われ、個別支援の蓄積や専門性の向上が難しく、行き詰まりやすい現状があります。当会では、支援者が施設や職種を超えたつながりの中で各々の現場で抱えている課題を共有し、よりよい取り組みができるよう支え合うしくみを作っていきたいと考えています。小さなよりよい支援の積み重ねが、自閉症者など障害のある方が地域で豊かに生活していく礎になり、ひいては地域全体を心あたたかく豊かすることにつながると信じて活動しています。

	２、助成金の使途、助成金を活用して活動したい内容

自閉症についての理解を深め支援の輪を広げていくため、地域に向けての自閉症セミナーを引き続き開催していきます。また、障害者施設関係の支援者を中心としたネットワークの構築・支援のスキルアップをはかることを目的とした実践研修を開催したいと考えています。助成金は、セミナー・研修会の費用（講師謝金・会場借料等）として活用させていただきたく思います。どうぞよろしくお願いします。


